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Description シンポジウム



，ン ンポジウム 

ナショナルイノベーションシステム (NI S) の 

進 7 ヒと 政策的対応、 

問題提起 

馬場 情意 ( 東京大学先端経済工学研究センター 教授 ) 

ナショナルイノベーションシステムの 進化 : 2 0 年遅れての出発 

事例報告 

能見 利彦 ( 新エネルギー・ 産業技術総合開発機構企画調整部主幹研究員 ) 

我が国の N I S の実態 

山本 員 一 ( 筑波大学大学研究センター 教授・センター 長 ) 

国立大学の法人化により ， 日本の大学はどう 変わるか 

高林 正恭 ( 千葉理科大学 [20 ㎝年 4 月開学予定 ] 副学長 ) 

公的研究機関の 独立行政法人化のインパクト 

一 公的研究機関経営論の 視点から 一 

加山 幸 治 ( 株式会社イーシー・ワン 代表取締役社長 ) 
ベンチャー振興，目利き ，大企業スピンアウト 

西野 尋一 ( 株式会社日立製作所中央研究所所長 ) 
企業経営へのイノベーションの 浸透 

司 会 

渡部 俊也 ( 東京大学先端科学技術研究センター 教授 ) 

  
バブル崩壊後の 企業経営の見直しや 企業戦略の転換、 TLO 法や遠山プラン 等を 

契機とした産学連携や 大学祭ベンチャ 一の機運の高まり、 国立研究所と 国立大学の 

法人化など、 日本の研究開発体制は 現在大きな転換期を 迎えている。 本 シンポジウ 

ム では広く「 N I S の進化」という 視点からこうした 変化の実態を 個別に検証し、 

整合的な研究開発体制を 実現していくために、 いかなる政策的対応が 必要であ るか 

ほ ついて議論を 深めていきたい。 
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